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平
成
三
十
年
度
聖
徳
大
学
大

学
院
入
学
式
を
、
九
月
二
十
二

日（
土
）九
時
半
よ
り
聖
徳
大
学

香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
挙
行

し
ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
は
告
示
の
中

で
、「
聖
徳
大
学
大
学
院
は
、
単

に
研
究
者
や
高
度
職
業
人
に
な

る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

実
践
の
場
で
あ
る
。
高
い
学
び

へ
の
意
識
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
、
新
た

に
社
会
に
還
元
で
き
る
力
を
兼

ね
備
え
て
修
了
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

秋
学
期
入
学
生
二
十
一
名
を

代
表
し
て
、
児
童
学
研
究
科
の

白
田
未
歩
さ
ん
が
「
高
度
の
研

究
能
力
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な

る
豊
か
な
学
識
を
養
う
べ
く
、

日
々
研
鑽さ

ん
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
十
一
時
か
ら
、平

成
三
十
年
度
秋
期
聖
徳
大
学
大

学
院
学
位
記
授
与
式
、
聖
徳
大

学
卒
業
証
書
学
位
記
授
与
式
、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
卒
業
証

書
学
位
記
授
与
式
を
同
大
川
並

香
順
記
念
講
堂
で
執
り
行
い
ま

し
た
。
今
期
卒
業・修
了
し
た
の

は
、大
学
院
五
名
、大
学
百
十
八 

名
、
短
大
三
十
一
名
。
川
並
学

長
は「
自
ら
新
し
い
価
値
観
を

創
造
で
き
る
人
と
な
り
、
世
の

中
を
導
い
て
ほ
し
い
。
待
っ
て

い
て
は
何
も
起
こ
ら
な
い
。
自

ら
判
断
し
、
自
ら
一
歩
を
踏
み

出
す
勇
気
を
持
っ
て
、
社
会
に

羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度

秋
　
期

大
学
院

大
学
院

大
　
学

短
　
大

入　
　
　

学　
　
　

式

学　
位　
記　
授　
与　
式

卒
業
証
書
学
位
記
授
与
式

　

十
一
月
十
七
日（
土
）・十
八
日

（
日
）、聖
徳
大
学
で
第
五
十
四
回

聖
徳
祭
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
の
テ
ー
マ
は「
咲
き
誇
れ
！

千
紫
万
紅
の
花
々
よ
」。
四
季

折
々
に
咲
く
さ
ま
ざ
ま
な
花
を

聖
徳
生
に
見
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
咲
き
誇
れ
！
」の
力
強

い
フ
レ
ー
ズ
は
、「
花
に
例
え
ら

れ
た
学
生
一
人
ひ
と
り
が
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
躍

動
し
、
自
分
自
身
の
成
長
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
聖
徳
祭
に

な
る
よ
う
に
」と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
か
ら
募
集
し
た
聖
徳
祭

ポ
ス
タ
ー
は
、
六
十
点
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
学
友
会（
自
治

会
）役
員
と
聖
徳
祭
委
員
を
務

め
る
教
員
が
選
考
し
た
結
果
、

児
童
学
科
小
学
校
教
員
養
成

コ
ー
ス
四
年
の
髙
橋
結
さ
ん
の

作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
選

出
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
松
戸

駅
近
郊
の
商
店
街
の
協
力
に
よ

り
多
く
の
店
舗
に
掲
示
さ
れ
、

学
内
外
が
聖
徳
祭
に
向
け
て
活

気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

聖
徳
祭
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
青
空
の
下
で
行
っ
た
野
外

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
は
じ
め
、
学

生
た
ち
は
日
ご
ろ
の
活
動
や
研

究
の
成
果
を
発
揮
し
、
来
場
者

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

短
大
総
合
文
化
学
科
の「
千ち

産さ
ん

千ち

商し
ょ
う

」で
は
、フ
ー
ド
・
調
理

ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
が
企
画・開
発

し
、
地
元
の
和
菓
子
店「
峰
月
」

で
商
品
化
し
た「
と
き
め
く
♡

ど
ら
焼
き
」や「
万
葉
軒
」で
商

品
化
し
た「
千
葉
の
め
ぐ
み
弁

当
」が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。デ
ザ

イ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
ブ
ラ
ン
チ

の
学
生
が
制
作
し
た
か
わ
い
ら

し
い
包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
共

に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
各
学
部
・
学
科
が
専
門
性

を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
松
戸
市
内
の
人
気

飲
食
店｢

中
国
料
理 

天
廣
堂｣

と｢

和
菓
子
所 

八
矢
庵｣

を
招

い
て「
松
戸
市
名
店
コ
ラ
ボ
企

画
」を
初
め
て
行
い
、
来
場
者

は
地
元
で
愛
さ
れ
る
お
い
し
い

料
理
や
菓
子
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
友
会
本
部
は
、聖
徳

祭
の
華
や
か
な
幕
開
け
を
飾
っ

た
開
会
式
や
、
卒
業
生
が
一
堂

に
会
し
た「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
」、
多
く
の
来
場
者

が
参
加
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な

ど
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

中
で
も
一
日
目
に
行
わ
れ
た
中

夜
祭
で
は
、
今
年
度
の
テ
ー
マ

で
あ
る「
咲
き
誇
れ
！
千
紫
万

紅
の
花
々
よ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、

総
合
文
化
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
と
有
志
に
よ

る
各
国
の
民
族
衣
装
を
テ
ー
マ

に
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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平
成
三
十
年
度

千
葉
県
栄
養
改
善
大
会
に
お
け
る

栄
養
改
善
関
係
功
労
者
知
事
表
彰

献
血
協
力
団
体 

日
本
赤
十
字
社
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
栄
養
士
の
養

成
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、九

月
二
十
七
日（
木
）、
平
成
三
十

年
度
千
葉
県
栄
養
改
善
大
会
に

お
い
て
千
葉
県
知
事
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
赤

十
字
事
業（
献
血
）の

進
展
に
尽
く
し
多
大

な
貢
献
を
し
た
と
し

て
、
十
月
二
十
四
日

（
水
）、
聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
は
、
平
成
三
十
年

度
千
葉
県
献
血
感
謝

の
つ
ど
い
に
お
い
て
、

日
本
赤
十
字
社
よ
り

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

聖徳大学人間栄養学部
横井 克彦 教授

瑞
宝
小
綬
章

（
文
部
行
政
事
務
功
労
）

吉
田 

眞
言

元
　

聖
徳
大
学
事
務
局
長

　

十
一
月
三
日
付
で
平
成
三
十

年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ

れ
、本
学
園
関
係
者
よ
り
一
名

が
受
章
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
年

秋
の
叙
勲

受
章
者

日本赤十字社銀色有功章
団体（活動十五年以上）

　

九
月
十
一
日（
火
）か
ら
二
十
日

（
木
）ま
で
の
十
日
間
、演
奏
学
科・

音
楽
総
合
学
科
学
生
二
十
八
名

が
初
秋
の
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
研
修

旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

―【 

パ
リ 

】―

○「
花
の
都
パ
リ
」の
シ
ン
ボ
ル
、

　
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
凱
旋
門
へ

　

青
空
の
下
で
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、

凱
旋
門
を
眺
め
、シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

通
り
を
歩
い
て
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ

気
分
の
学
生
た
ち
。照
明
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
石
井
幹
子
先
生
に
よ
る

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
見
学
し
ま
し
た
。

　

十
月
九
日（
火
）か
ら
の
十
日

間
、児
童
文
化
コ
ー
ス
の
学
生

は
イ
ギ
リ
ス
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
小

学
校
と
、バ
ー
ス
近
郊
の
ノ
ー

ラ
ン
ド・カ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
し
、

日
本
の
教
育
や
自
分
の
教
育
観

を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ
か
け

を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、児
童
文
化

コ
ー
ス
の
特
色
で
あ
る「
遊
び
」

と「
児
童
文
学
」に
関
連
す
る
施

設
等
を
訪
れ
ま
し
た
。
遊
び
を

学
ぶ
た
め
に
訪
問
し
た
の
は
、

「
Ⅴ
＆
Ａ
美
術
館 

子
ど
も
博
物

○
新
旧
の
音
楽
が
交
錯
す
る

　
パ
リ
の
醍
醐
味
を
堪
能

　

パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
と

「
生
き
た
音
楽
史
」の
並
ぶ
付
設

の
楽
器
博
物
館
を
見
学
。同
日
、

パ
リ
管
弦
楽
団
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕

公
演
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。一
方
、

オ
ペ
ラ
座（
ガ
ル
ニ
エ
宮
）の
内

部
見
学
で
は
、音
楽
と
都
市
の

長
く
密
接
な
歴
史
に
触
れ
ま
し

た
。

―【 

ウ
ィ
ー
ン 

】―

○「
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
」で

　
た
ど
っ
た
楽
聖
た
ち
の
足
跡

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト（
生
家
）、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン（
散
歩
道
、遺
書
の

家
、パ
ス
ク
ァ

ラ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
）、モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
（
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
ハ

ウ
ス
）ら
、楽

聖
た
ち
の
生

き
た
証
を
体

感
し
ま
し
た
。

館
」、「
ホ
ー
ニ
マ
ン
ズ
冒
険
遊

び
場
」、障
害
を
持
つ
子
ど
も
の

た
め
の
遊
び
の
施
設「
お
も
ち

○
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
で

　
の
レ
ク
チ
ャ
ー
受
講

　

ワ
ル
タ
ー
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ

ン
先
生（
ピ
ア
ノ
演
奏
技
法
）、

ク
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
先
生（
音

楽
史
関
連
）の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ

れ
ま
し
た
。

○
ミ
サ
、オ
ペ
ラ

　
　
―
こ
れ
ぞ
本
物
教
育

　

王
宮
礼
拝
堂
で
の
ミ
サ
に
参

列
し
、ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
を
演
奏
す
る

本
格
的
な
ミ
サ
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇

場
で
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の《
椿
姫
》

ゃ
図
書
館
」。
冒
険
遊
び
場
は
、

子
ど
も
が
整
頓
さ
れ
た
公
園
よ

り
も
自
分
で
工
夫
で
き
る
廃
材

置
き
場
を
好
む
こ
と
に
気
付
い

た
デ
ン
マ
ー
ク
の
学
者
に
よ
っ

て
提
案
さ
れ
、イ
ギ
リ
ス
の「
冒

険
遊
び
場
運
動
」へ
と
展
開
し

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
遊
具
で

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、「
大
人
が

子
ど
も
の
遊
び
を
止
め
て
し
ま

う
と
、挑
戦
す
る
気
持
ち
や
危

険
に
気
付
く
力
も
阻
害
し
て
し

を
鑑
賞
。ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
、

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
を
巡
り
、

社
会
生
活
に
息
づ
く
音
楽
の
神

髄
を
体
感
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

ほ
か
に
も
パ
リ
の
ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
、ル
ー
ブ
ル
美
術
館

な
ど
、両
国
で
文
化
／
歴
史
遺
産

を
多
数
見
学
し
、歴
史
と
文
化

の
奥
深
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
り
あ
る
研
修
旅
行
は
、

学
生
た
ち
の
一
生
の
財
産
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
音
楽
学
部
教
授 山

本　

ま
り
子
）

ま
う
の
で
は
な
い
か
」「
子
ど
も

の
挑
戦
を
見
守
る
に
は
、大
人

側
の
強
い
意
志
も
必
要
」と
気

が
付
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

児
童
文
学
に
つ
い
て
の
学
び

と
し
て
は
、『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
』の
故
郷
で
あ
る
湖
水
地
方
、

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』や

「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」シ
リ
ー
ズ

が
書
か
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
、『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』の
百

エ
ー
カ
ー
の
森
、『
ピ
ー
タ
ー
・

パ
ン
』や『
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
』の
ロ
ン
ド
ン
を
散
策
し
ま
し

た
。
自
由
時
間
を
使
っ
て
「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」が
書
か
れ
た

カ
フ
ェ
を
見
に
行
っ
た
り
、絵

本
を
買
っ
た
り
す
る
学
生
も
い

ま
し
た
。
児
童
文
学
の
文
化
背

景
を
知
る
こ
と
で
、作
品
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

旅
の
終
わ
り
に
、学
生
た
ち

は
旅
を
支
え
て
く
れ
た
方
へ
の

感
謝
や
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
方
々
へ
の
感
謝
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。「
自
然
と

歴
史
を
大
切
に
す
る
イ
ギ
リ
ス

の
文
化
に
触
れ
て
、心
の
豊
か

さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
」と

語
る
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

若
く
柔
軟
な
感
性
で
学
生
一

人
ひ
と
り
が
気
付
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
子
ど
も
た
ち

に
還
元
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
卒
業
後
の
旅
路
を
支

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
児
童
学
部
准
教
授　柗

村　

裕
子
）

　

聖
徳
大
学
心
理
・
福
祉
学
部

心
理
学
科
で
は
、学
生
が
教
室

で
身
に
付
け
た
心
理
学
の
知
識・

技
能
を
生
か
し
て
現
実
社
会
で

生
じ
て
い
る
問
題
に
取
り
組
み
、

解
決
す
る
力
を
養
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Project Based Learning

）

と
し
て「
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
」

（
一
、二
年
次
生
対
象
）を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、学

生
は
四
つ
の
班
に
分
か
れ
、そ

れ
ぞ
れ
が
連
携
先（
千
葉
県
男

女
共
同
参
画
課
Ｄ
Ｖ
対
策
班
、

松
戸
警
察
署
、松
戸
消
防
署
、子

ど
も
の
居
場
所「
ひ
だ
ま
り
」）

と
連
絡
調
整
し
な
が
ら
、取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、十
月
よ
り
週
に
二
日
実
地

活
動
を
行
っ
て
い
る
ひ
だ
ま
り

班
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ひ
だ
ま
り
は
、「
不
登
校
問
題

を
考
え
る
東
葛
の
会
」が
平
成

十
五
年
よ
り
開
設
し
て
い
る
不

登
校
お
よ
び
不
登
校
を
経
験
し

た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
で
す
。

ひ
だ
ま
り
班
の
九
名
の
学
生
は

活
動
開
始
に
備
え
て
四
月
か
ら

不
登
校
と
そ
の
支
援
に
関
す
る

事
前
学
習
を
大
学
で
進
め
、七

月
に
は
ひ
だ
ま
り
事
務
局
長
の

岩
根
宏
氏
よ
り
ひ
だ
ま
り
の
活

動
概
要
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

十
月
か
ら
い
よ
い
よ
実
地
活

動
の
開
始
で
す
。
新
規
の
環
境

や
子
ど
も
た
ち
と
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
違（
性
別
、年
齢
、生
活
環

境
、興
味
関
心
な
ど
）に
直
面
し

戸
惑
い
な
が
ら
も
、学
生
た
ち

は
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
や
技

術
を
駆
使
し「
こ
の
経
験
を
活

か
し
た
い
」と
意
欲
的
に
相
違

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、

ひ
だ
ま
り
で
開
催
し
て
い
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
軸
と
し
て
そ
の

運
営
に
参
画
し
な
が
ら
、課
題

発
見
と
そ
の
解
決
に
貢
献
し
て

い
く
予
定
で
す
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
」

ひ
だ
ま
り
班
の
活
動
報
告

心
理
・
福
祉
学
部
心
理
学
科

授
業
紹
介

クルト・シュミット先生のレクチャー

イギリス文化遺産ブレナム宮殿の前で

『くまのプーさん』の棒投げ橋

ホーニマンズ冒険遊び場

ウィーン国立歌劇場にて

快晴の空とエッフェル塔を背景に

子どもの居場所「ひだまり」事務局長の岩根宏氏による講義

音
楽
学
部
演
奏
学
科
・
音
楽
総
合
学
科

海
外
研
修
旅
行 

「
音
楽
の
故
郷
を
訪
ね
て
」

児
童
学
部
児
童
学
科
児
童
文
化
コ
ー
ス

海
外
研
修
旅
行 

「
イ
ギ
リ
ス
研
修
旅
行
」

　聖徳大学では、建学の精神「和」に基づく人間教育の一環として、
国際的視野に立って理解力、感性、知見を得るための海外研修を
各学科またはコースごとに実施しています。今回は、音楽学部の
二学科と、児童学部児童学科児童文化コースの旅行を紹介します。

聖 徳 大 学 海 外 研 修 報 告
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十
月
二
十
日（
土
）、聖
徳
大
学

と
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
共
催

に
よ
る「
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８
」（
テ
ー
マ
：
連

続
性
の
あ
る『
多
様
な
学
び
の

場
』の
充
実
を
目
指
し
て
）を
本

学
で
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
の
中
で
、
川
並

弘
純
学
長
は「
聖
徳
大
学
は
特

別
支
援
教
育
へ
の
取
り
組
み
を

重
点
化
し
て
い
る
」と
話
し
ま

し
た
。
続
い
て
千
葉
県
教
育
庁

特
別
支
援
教
育
課
長
の
堀
子
榮

氏
が
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
昨
年

に
引
き
続
き
本
学
と
共
催
す
る

こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
文
部
科
学
省

視
学
官
の
青
木
隆
一
氏
が「
特

別
支
援
教
育
に
お
け
る
切
れ
目

な
い
支
援
の
充
実
」と
題
し
基

調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

に
続
い
て
登
壇
し
た
青
木
氏
は
、

①
特
別
支
援
教
育
の
対
象
者
の

現
状
、
②
特
別
支
援
教
育
の
体

制
整
備
の
現
状
、
③
新
学
習
指

導
要
領
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
に
関
す
る
規
定
、
④
発
達
障

害
者
支
援
に
関
す
る
行
政
評

価
・
監
視
の
結
果
に
つ
い
て
、

密
度
の
濃
い
説
明
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

松
戸
市
立
稔
台
小
学
校
の
櫻
井

雅
美
氏（
教
諭
）を
は
じ
め
、
千

葉
県
内
の
教
員
と
教
育
委
員
会

指
導
主
事
ら
四
名
に
よ
り
、
主

に
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
通
常
学
級
と

通
級
に
よ
る
指
導（
軽
度
の
障

害
が
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
、
主
と
し
て
、
各
教
科
等
の

指
導
を
通
常
学
級
で
行
い
な
が

ら
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導

を
個
別
に
行
う
）と
の
つ
な
が

り
、
進
学
先
と
の
つ
な
が
り
、

両
方
向
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
討
論

を
結
び
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
共
催

特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

卒
業
生
の
た
め
の

秋
期
音
楽
療
法
研
修
会
を
開
催

心
理
教
育
相
談
所
主
催
講
演
会

「
痛
み
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

　

聖
徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催「
平
成
三
十
年
度

卒
業
生
の
た
め
の
秋
期
音
楽
療

法
研
修
会
」を
、
十
月
十
三
日

（
土
）と
翌
十
四
日（
日
）に
わ
た
っ

て
聖
徳
大
学
で
開
催
し
ま
し
た
。

音
楽
学
部
音
楽
総
合
学
科
音
楽

療
法
コ
ー
ス
は
今
年
の
三
月
に

十
六
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
コ
ー
ス
卒
業
生
総
数
は

三
百
六
十
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
十
五
年
度
か
ら

二
十
八
年
度
ま
で
の
卒
業
生
が

集
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
初
日
は「
音
楽
療
法

よ
ろ
ず
相
談
」と
し
て
卒
業
生

が
職
場
や
音
楽
療
法
の
現
場
で

抱
え
る
問
題
や
悩
み
な
ど
を
個

別
に
相
談
す
る
機
会
を
設
け
ま

し
た
。
二
日
目
は
全
体
会
で
す
。

原
沢
康
明
教
授
か
ら
の
挨
拶
に

　

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所

は
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

臨
床
心
理
を
軸
に
講
演
会
を
主

催
し
、
教
育
、
心
の
健
康
、
人

間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

　

十
月
十
三
日（
土
）、
医
療
法

人
社
団
松
弘
会
三
愛
病
院（
さ

い
た
ま
市
桜
区
）麻
酔
科
の
土

居
真
太
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、

聖
徳
大
学
十
号
館
に
て
第
十
五

回
目
と
な
る
講
演
会「
痛
み
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
」を
開

催
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
郡
司
正
樹
准
教
授
、

古
平
孝
子
准
教
授
を
中
心
と
し

た「
実
践
の
語
ら
い
」の
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
の
報
告
や
教
員
の
コ
メ
ン

ト
に
よ
っ
て
会
話
が
弾
み
ま
す
。

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
を
抱
え

　

土
居
氏
に
よ
る
と
、
慢
性
痛

と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
は
、

三
つ
の
側
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
あ
る
と
の
こ
と
。
第
一
に
、

鎮
痛
薬
な
ど
を
使
っ
て
、
直
接

痛
み
を
抑
え
る
感
覚
的
側
面
。

第
二
に
、「
痛
み
が
あ
っ
て
も
、

他
の
こ
と
に
集
中
す
る
と
痛
み

が
減
る
」な
ど
の
考
え
方
を
理

解
す
る
認
知
的
側
面
。
第
三
に
、

モ
ノ
ア
ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
神
経

伝
達
物
質
の
分
泌
代
謝
異
常
に

対
応
す
る
情
動
的
側
面
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　

情
動
的
側
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
は
抗

う
つ
薬
の
使
用
な
ど
が
一
般
的

で
し
た
が
、
今
は
心
理
学
的
な

技
法
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
技
法
は
、

①
痛
み
を
感
じ
て
も
痛
み
を

そ
っ
と
流
し
て
い
く
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
、
②
痛
み
を
抱
え
る

人
が
体
を
動
か
す
こ
と
へ
の
動

機
づ
け
や
賞
賛
、
③
痛
み
を
抱

え
る
人
が
自
分
の
本
当
の
感
情

を
伝
え
る
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

土
井
氏
は「
慢
性
痛
を
持
つ
人

に
対
し
て
は
、
少
し
で
も
体
を

動
か
せ
た
ら
褒
め
る
こ
と
が
大

切
」と
話
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
考
え
方
を

変
え
る
こ
と
で
、
も
し
か
し
た

ら
痛
み
と
上
手
に
付
き
合
え
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
」等

の
感
想
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な

講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

な
が
ら
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る

卒
業
生
も
話
題
を
共
有
し
、
教

員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
で
心
強
く
な
る
よ
う
で

し
た
。
午
後
は
廣
川
恵
理
教
授
、

古
平
准
教
授
に
よ
る「
資
格
更

新
に
向
け
て
の
事
例
の
準
備
」

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。

こ
れ
か
ら
音
楽
療
法
士
資
格
の

更
新
を
迎
え
る
卒
業
生
に
と
っ

て
は
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
は「
い
い
勉
強

に
な
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

研修会の様子

土居真太郎氏

参加した卒業生

シンポジウムの様子

青木隆一氏の基調講演

平
成
三
十
年
度

齋藤詩織さん

齋藤さんの話に耳を傾ける学生たち

　

聖
徳
大
学
語
学
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
十
月
十
七
日（
水
）

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
保
育

士
と
し
て
働
い
た
経
験
を
持

つ
齋
藤
詩
織
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
招
き
ま
し
た
。
海

外
で
の
保
育
士
経
験
者
を
招
く

の
は
、
昨
年
の
谷
島
直
樹
さ
ん

（
聖
徳
大
学
大
学
院
修
了
生
）に

続
き
、
二
回
目
で
す
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、

一
般
企
業
に
就
職
し
、
そ
の
後

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
。

谷
島
さ
ん
が
働
く
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
の
保
育
園
を
は
じ
め
、
同
国

内
の
複
数
の
保
育
園
で
の
勤
務

を
経
験
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と

の
ア
ー
ト
活
動
を
行
い
、
さ
ら

に
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
の
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
保
育

園
に
は
、「
テ
ィ
フ
ァ
リ
キ
」と

い
う
教
育
方
針
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
的
、
文
化
的
な

学
び
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と

子
ど
も
た
ち
が
築
く
関
係
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
齋
藤
さ
ん
が

勤
め
た
保
育
園
で
は
、
多
様
な

活
動
が
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
が
い

く
つ
も
設
け
ら
れ
、
年
齢
の
異

な
る
子
ど
も
た
ち
が
混
ざ
っ
て

自
由
に
活
動
し
、
保
育
士
は
そ

れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
興
味
を
伸

ば
す
よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ

る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
齋
藤
さ
ん
は「
子
育

て
や
保
育
に
正
解
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
違
っ
た
見
方
が
あ

る
」「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験

し
て
、
今
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

み
ん
な
も
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
は
、
通
常
の
コ
ー
ス
か
ら
そ

れ
る
よ
う
に
感
じ
て
も
、
い
ろ

い
ろ
と
試
す
こ
と
が
大
事
」と

話
し
、
多
く
の
学
生
の
心
に
響

い
た
様
子
で
し
た
。

　

今
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

Tadpoles

保
育
園
に
本
学
卒

業
生
二
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
行
き
、
貴
重
な
経
験
を
し

ま
し
た
。
学
生
に
は
、
英
語
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ど
ん

ど
ん
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

　　
　
　

副
セ
ン
タ
ー
長

中
里　

菜
穂
子
）

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

海
外
で
保
育
士
と
し
て
働
く
っ
て
、

ど
ん
な
感
じ
？

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト・キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

齋
藤 

詩
織
さ
ん
の
お
話

丸善雄松堂書店丸の内本店前にて

　

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
は
、

九
月
三
十
日（
日
）、
学
生
に
よ

る
選
書
ツ
ア
ー
を
初
め
て
実
施

し
、
八
名
が
丸
善
雄
松
堂
書
店

丸
の
内
本
店
に
て
、
同
社
の
遠

藤
麻
衣
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ

き
な
が
ら
図
書
を
選
び
ま
し
た
。

目
的
は
、
同
図
書
館
の
蔵
書
に

学
生
の
意
見
を
的
確
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

　

ど
の
図
書
館
で
も
、
収
集
方

針
と
選
書
指
針
に
照
ら
し
て
、

新
刊
書
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
購
入

候
補
を
選
定
し
、
図
書
館
員
が

重
複
調
査
を
し
た
上
で
、
図
書

の
購
入
を
決
定
し
ま
す
。で
す
か

ら
、
図
書
館
員
は
常
日
ご
ろ
か

ら
新
聞
や
雑
誌
の
書
評
欄
に
目

を
通
し
、
書
店
に
足
繁
く
通
っ

て
新
刊
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
参
加
し

た
学
生
が
、
本
を
手
に
取
り
類

書
と
比
較
し
て
選
ぶ
こ
と
の
重

要
性
、
書
店
の
棚
作
り
の
工
夫

な
ど
に
も
気
付
い
て
く
れ
た
ら
、

と
い
う
の
も
私
の
密
か
な
願
望

で
し
た
が
、
お
お
む
ね
達
成
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

ツ
ア
ー
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
、参
加
理
由
は「
自
分
の

お
薦
め
本
を
図
書
館
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
」「
レ
ポ
ー

ト
を
書
く
と
き
に
資
料
集
め
に

苦
労
し
た
か
ら
」な
ど
で
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
で
、
た
く
さ
ん

の
本
か
ら
選
ぶ
こ
と
は
難
し
い

の
で
す
が
、と
て
も
楽
し
か
っ
た

と
い
う
感
想
が
多
く
、
同
行
し

た
図
書
館
職
員
一
同
も
ツ
ア
ー

の
成
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

学
生
に
よ
る
選
書
ツ
ア
ー

初
め
て
の
実
施
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

三
田
幼
稚
園
と
の

合
同
運
動
会
を
開
催

　

十
月
三
日（
水
）に
本
校
の
第

一
部
、二
部
一
年
生
と
聖
徳
学

園
三
田
幼
稚
園
と
の
合
同
運
動

会
を
港
区
芝
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
行
い
ま
し
た
。
予
定
日
の

九
月
三
十
日（
日
）に
雨
天
中
止

と
な
り
、予
備
日
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気
に

恵
ま
れ
、比
較
的
涼
し
い
中
で

快
適
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
授
業
の
一
環
と
し

て
全
員
が
運
営
役
員
と
な
り
、

競
技
進
行
・
放
送
の
係
に
分
か

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
を
担
い

な
が
ら
全
体
の
動
き
を
観
察
し

運
動
会
の
運
営
方
法
を
学
び
ま

し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で

は
、三
田
幼
稚
園
の
教
員
か
ら

競
技
の
準
備
や
運
営
方
法
な
ど

を
見
本
や
実
演
を
交
え
て
教
わ

り
、そ
の
上
で
各
自
予
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

運
動
会
当
日
、学
生
た
ち
に

は
、緊
張
し
つ
つ
も
笑
顔
を
心

掛
け
な
が
ら
常
に
先
を
読
ん
で

準
備
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
運
動
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、園
児
最
年
長
の
松
組
の

リ
レ
ー
で
は
、ゴ
ー
ル
付
近
で

追
い
抜
い
て
逆
転
し
た
場
面
で

会
場
中
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
園
児
に

明
る
く
声
を
掛
け
な
が
ら「
お

姉
さ
ん
先
生
」と
し
て
踊
り
、来

賓
競
技
「
お
っ
と
っ
と
！！
」で

は
看
板
に
乗
せ
た
大
玉
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
教
員
と
二
人
一
組

で
息
を
合
わ
せ
、一
緒
に
競
技

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、競
技

の
合
間
に
も
園
児
の
様
子
や
保

護
者
役
員
の
動
き
、幼
稚
園
の

教
員
の
連
携
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
準
備
か
ら
運
営
を
一

通
り
体
験
し
、園
児
と
の
関
わ

り
方
や
教
員
の
動
き
を
実
地
で

学
ん
だ
こ
の
日
の
経
験
は
将
来
、

現
場
で
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総
合

文
化
学
科
で
は
、
授
業
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
祭

り
の
運
営
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
六
日（
土
）、
七
日（
日
）

は
、
松
戸
駅
周
辺
で
、「
松
戸
ま

つ
り
イ
ン
２
０
１
８
」が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
中
央
公
園
の

ス
テ
ー
ジ
や
高
砂
通
り
の
聖
徳

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
の
進
行
の
補
助
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
つ
ど
市
民
会

議
の
コ
ー
ナ
ー
の
手
伝
い
等
を

し
ま
し
た
。
当
日
は
十
月
と
は

思
え
な
い
暑
さ
で
、
熱
中
症
に

気
を
付
け
な
が
ら
、
受
付
や
い

す
運
び
等
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

十
三
日（
土
）は
、
千
葉
工
業

大
学
等
と
連
携
し
、
南
房
総
市

シ
ラ
ハ
マ
校
舎
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
を
読
ん
だ
り
カ
ル
タ
遊

び
を
し
た
り
、ス
ノ
ー
ド
ー
ム

を
作
る
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

十
四
日（
日
）は
、
松

戸
市
小
金
の
東
漸
寺

で「
小
金
宿
ぶ
ら
り
市
」

が
あ
り
ま
し
た
。ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

子
ど
も
た
ち
に
乗
り

方
の
説
明
を
し
た
り
、

じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
運
転
手

の
帽
子
を
渡
す
役
割
を

担
当
し
ま
し
た
。ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
う
れ
し

そ
う
に
手

を
振
る
子

ど
も
た
ち

と
笑
顔
で

見
守
る
保

護
者
の
方
々
。
地

域
の
祭
り
な
ら
で

は
の
雰
囲
気
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
お
祭

り
の
手
伝
い
を
通

し
て
、
学
生
た
ち

は
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
や
、
多
様
な
世
代
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
多
く
の
方
の

「
地
域
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

よ
う
！
」と
い
う
熱
意
を
感
じ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

松
戸
市
・
南
房
総
市
で

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

総
合
文
化
学
科
「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
」

授
業
紹
介

　

九
月
四
日（
火
）か
ら
七
日

（
金
）ま
で
、
中
学
一
、二
、三
年

生
が
本
学
園
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

か
す
が
の
森（
長
野
県
佐
久
市
）

で
、
北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
全
学
年
合
同
で

の
実
施
は
今
年
度
が
初
め
て
で

す
。
夏
休
み
明
け
二
日
後
の
出

発
で
、
事
前
指
導
の
時
間
を
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
年
生

は
入
退
館
式
の
司
会
、
食
事
の

配
膳
、
朝
礼
の
運
営
、
入
浴
の

片
付
け
な
ど
で
、リ
ー
ダ
ー
と

し
て
下
級
生
の
手
本
と
な
り
ま

し
た
。
二
年
生
の
山
尾
唯
暁
さ

ん
が
体
験
学
習
を
振
り
返
っ
た

作
文（
抜
粋
）を
紹
介
し
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　
一
つ
目「
時
間
と
予
定
・
班
員

の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
」、

二
つ
目「
ど
ん
な
状
況
で
も
自

分
に
で
き
る
最
善
の
こ
と
を
す

　

第
三
十
六
回
聖
徳
祭
を
九
月

二
十
二
日（
土
）、二
十
三
日（
日
・

祝
）に
開
催
し
、
盛
況
の
内
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
ミ
ラ
ク
ル

〜Som
ething m

ay 
happen

〜
」と
い
う
テ
ー

マ
の
下
、新
た
な
こ
と
に

挑
戦
し
、今
ま
で
に
な
い

文
化
祭
を
作
り
た
い
と

考
え
、
生
徒
・
教
職
員
が

協
力
し
て
全
力
で
取
り

組
み
ま
し
た
。ク
ラ
ス
参

加
企
画
を
増
や
す
計
画

を
立
て
て
臨
み
、文
科
系

部
活
動
団
体
を
中
心
に

六
十
二
も
の
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
英
語
劇
コ
ン

テ
ス
ト
や
普
通
科
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
な

ど
し
、初
日
は
在
校
生
と

保
護
者
に
公
開
、二
日
目

は
一
般
に
公
開
し
、三
千 

六
百
名
を
超
え
る
多
く
の
方
が

来
校
し
、
色
と
り
ど
り
の
企
画

を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
客
さ
ま

か
ら
は
、「
生
徒
が
挨
拶
を
た
く

さ
ん
し
て
く
れ
た
」「
生
徒
の
対

応
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」と
の

声
が
聞
か
れ
、
生
徒
た
ち
の
お

も
て
な
し
の
心
が
し
っ
か
り
と

伝
わ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
一

人
ひ
と
り
が
個
性
豊
か
な
花
を

咲
か
せ
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
二

日
間
に
な
り
ま
し
た
。

る
」、
三
つ
目「
周
り
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
」こ
の
三
つ
の

目
標
を
実
践
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、私
は「
み

ん
な
と
協
力
す
れ
ば
一

つ
の
こ
と
を
よ
り
良
い

形
で
実
行
で
き
る
こ

と
」「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

全
力
で
取
り
組
む
と
、

そ
の
分
学
び
も
大
き
な

も
の
に
な
る
こ
と
」「
陰

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
人
が
い
て
こ
そ
学

び
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
」を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
来

年
は
中
学
校
最
高
学
年

と
な
り
、
後
輩
の
手
本

を
示
す
立
場
と
な
る
。
今
回
の

北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
で
学
ん

だ
三
つ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
、

来
年
ま
た
新
た
な
学
び
が
増
や

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。

中
学
全
学
年
合
同
で
北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
を
実
施

第36回 聖徳祭を開催
「ミラクル ～Something may happen～」

本校学生の入場

休憩時間の1コマ

来賓競技「おっとっと!!」

カルタ遊び（南房総市シラハマ校舎）

ミニSLに乗る子どもの切符を切る学生（小金宿ぶらり市）

日本音楽部「筝（そう）曲演奏」

マーチングバンド部の発表

実行委員の生徒
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本
校
の
中
学
生
お
よ
び
高
校

一
年
生
は
、
九
月
七
日（
金
）か

ら
十
日（
月
）ま
で
、
本
学
園
の

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
か
す
が
の
森

（
長
野
県
佐
久
市
）を
拠
点
に

「
北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
」を
行

い
ま
し
た
。

　

初
日
の
学
習
の
時
間
で
は
、

中
学
生
は
間
伐
材
を
再
利
用
し

た
材
料
で
ひ
の
き
の
箸
を
製
作

し
ま
し
た
。
か
ん
な
掛
け
に
苦

労
し
た
も
の
の
、
立
派
な
箸
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
後
日
漆

を
塗
り
、
現
在
は
日
々
の
会
食

（
給
食
）で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
は
地
元
の
民
話「
望

月
の
駒
」に
ち
な
ん
だ
民
芸
品

　

十
月
七
日（
日
）・
八
日（
月
・

祝
）、秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
天

候
の
も
と
、「
花
鳥
風
月
〜
風
に

乗
れ
！
聖
徳
な
で
し
こ
〜
」を

テ
ー
マ
に「
第
三
十
六
回
聖
徳

祭
」を
開
催
し
、千
二
百
人
近
い

お
客
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
や
団
体
が

趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
展
開

し
、
受
験
生
、
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方
、
生
徒
の
友
人
な
ど
多

く
の
方
に
テ
ー
マ
ど
お
り
聖

徳
生
、
女
子
校
ら
し
い
生
徒

た
ち
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
今
年
は
、

装
飾
や
エ
リ
ア
配
置
を
春
夏

秋
冬
が
つ
な
が
り
を
も
っ
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
演
出
し
ま

し
た
。
玄
関
や
廊
下
、ク
ラ

ス
装
飾
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、

と
て
も
華
や
か
で
、
廊
下
や

休
憩
所
で
装
飾
に
見
入
る
お

客
さ
ま
の
姿
が
見
ら
れ
、「
歩

い
て
い
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
す

る
」と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
和
会（
生
徒
会
）と
聖
徳
祭

実
行
委
員
の
生
徒
た
ち
は
、「
生

徒
た
ち
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
生

徒
の
た
め
の
文
化
祭
」を
掲
げ
、

五
月
か
ら
会
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
が
全
力
を
注

い
で
楽
し
ん
だ
聖
徳
祭
は
、
多

く
の
お
客
さ
ま
に
も
満
足
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
あ
る
わ
ら
馬
の
製
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
細
か

い
作
業
の
連
続
で
、
生
徒
た
ち

は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、

地
元
の
方
の
指
導
の
か
い
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
わ
ら

馬
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
校
外
学
習
は
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
な
か
な
か
予
定
通

り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

わ
ず
か
に
晴
れ
た
三
日
目
に
農

作
業
と
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
の
か
す
が
の
森
で

は
、
夏
の
気
候
に
恵
ま
れ
、
糖

度
が
高
く
大
き
い
カ
ボ
チ
ャ
が

大
豊
作
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は

文
字
通
り
大
車
輪
の
活
躍
で
、

収
穫
・
ヘ
タ
切
り
・
磨
き
・
梱
包

の
作
業
を
行
い
、
七
十
八
箱
の

大
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
カ
ボ
チ
ャ
は
本
校
と
聖
徳

大
学
附
属
女
子
中
高
に
急
送
し
、

会
食
の
際
に
皆
で
お
い
し
く
頂

き
ま
し
た
。

北
蓼
科
高
原
体
験
学
習
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十
月
二
十
六
日（
金
）に
、
年

一
回
計
画
し
て
い
る「
交
通
安

全
教
室
」を
実
施
し
ま
し
た
。

身
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
、
実
体
験
を
通
し
て
身
に
付

け
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

当
日
は
、
園
庭
の「
げ
ん
き

広
場
」「
な
か
よ
し
広
場
」に
横

断
歩
道
や
歩
行
者
用
信
号
機
が

設
置
さ
れ
、い
つ
も
と
は
違
っ
た

環
境
と
三
田
警
察
署
交
通
安
全

課
の
方
の
服
装
を
見
て
、「
あ
っ

お
ま
わ
り
さ
ん
だ
」「
信
号
機
だ
。

見
た
こ
と
あ
る
ね
」と
子
ど
も

た
ち
が
少
し
興
奮
し
た
様
子
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
は
な
か
っ

ぱ
達
と
交
通
安
全
の
約
束
』を

見
て
か
ら
、
実
際
に
信
号
機
の

見
方
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、

そ
し
て「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
」が

大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
詳
し
く

話
を
聞
き
ま
し
た
。ア
イ
コ
ン

タ
ク
ト
と
は
、
車
の
運
転
手
に

対
し「
こ
れ
か
ら
渡
り
ま
す
」と

い
う
意
味
を
込
め
て
顔
を
合
わ

せ
る
動
作
の
こ
と
で
す
。

　

話
を
聞
き
、
そ
の
後
園
庭
に

出
て
実
際
に「
右
、
左
、
右
、ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
」と
声
に
出
し

な
が
ら
、
約
束
を
守
っ
て
渡
る

体
験
を
し
ま
し
た
。「
横
断
歩
道

を
渡
っ
て
い
る
途
中
で
、
信
号

機
が
点
滅
し
て
し
ま
っ
た
と

き
」「
車
と
自
転
車
が
同
時
に
来

た
と
き
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
を
想
定
し
、
実
践
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
園
で
は
徒
歩
や
自
転
車
を

利
用
し
て
日
々
登
園
す
る
園
児

が
多
く
い
ま
す
。
今
回
の
交
通

安
全
教
室
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
や
、
安
全
に
行
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

み
ん
な
の
願
い

交
通
安
全

演劇研究部「アラジン」明和会と聖徳祭実行委員

5年C組「金だこ」

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
い
ま
す

　

当
園
で
は
毎
年
、
勤
労
感
謝

の
日
に
ち
な
み
、
園
児
が
八
王

子
市
内
の
警
察
署
や
消
防
署
、

駅
、
銀
行
、
郵
便
局
に
行
き
、

手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
日
ご
ろ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
十
一
月
十
五
日

（
木
）に
、
年
長
児
が
高
尾
警
察

署
に
行
き
ま
し
た
。
例
年
は
パ

ト
カ
ー
や
白
バ
イ
に
体
験
乗
車

し
ま
す
が
、
こ
の
日
は
担
当
の

警
察
官
の
急
な
出
動
が
あ
り
、

乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
務
の
方
に「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
元
気
に

お
礼
を
言
い
、カ
レ
ン
ダ
ー
を

渡
し
ま
し
た
。

　

年
少
児
は
め
じ
ろ
台
交
番
と

山
梨
中
央
銀
行
め
じ
ろ
台
支
店

を
訪
問
。
同
行
で
は「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」の
挨
拶
で
迎
え

ら
れ
、
窓
口
の
や
り
取
り
を
見

学
し
ま
し
た
。
初
対
面
の
大
人

と
の
会
話
に
少
し
戸
惑
い
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と

お
礼
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
満
三
歳
児
は
め
じ
ろ
台
郵

便
局
へ
行
き
、ポ
ス
ト
か
ら
手

紙
を
出
す
こ
と
を
知
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
六
日（
金
）に
は
年
中
児
が

京
王
電
鉄
め
じ
ろ
台
駅
に
行
き
、

駅
長
か
ら
駅
の
仕
事
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
後
、
皆
で
カ
レ
ン

ダ
ー
を
渡
し
ま
し
た
。続
い
て
八

王
子
消
防
署
を
訪
れ
、
重
い
防

護
服
を
着
た
り
、
消
防
自
動
車

に
乗
っ
た
り
し
、
火
事
や
災
害

時
に
消
防
士
が
皆
の
命
が
守
っ

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
新
た
に
、
年

長
児
が
毎
年
食
育
体
験
を
行
う

「
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス
椚
田
店
」

を
訪
れ
、
店
長
に
カ
レ
ン
ダ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
当
園
の
教
職
員
に
も
お
礼

を
言
い
ま
し
た
。

　

二
日
間
、
各
学
年
が
手
分
け

し
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
方
々
に「
あ
り
が
と
う
」の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

めじろ台駅長にカレンダーを渡す年中児

　

九
月
二
十
八
日（
金
）に
、
全

校
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。
連

日
の
よ
う
に
雨
が
降
り
続
く
中
、

こ
の
日
だ
け
は
子
ど
も
た
ち
の

願
い
が
届
い
た
の
か
、
太
陽
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
遠
足
地
は「
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
あ
り
の

み
コ
ー
ス
」（
千
葉
県
市
川
市
）

で
す
。
ま
ず
は
自
然
に
親
し
む

集
会
で
元
気
に「
遠
足
は
い
い

な
」を
大
き
な
声
で
歌
い
、
皆

の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
四
十
種
類
以
上
の
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
の
中
か
ら
ポ
イ
ン
ト

を
巡
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

で
す
。
明
和
班（
異
学
年
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
グ
ル
ー

プ
）ご
と
に
分
か
れ
、
全
員
で

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
学
年
を
飛
び

越
え
て
紡
が
れ
て
き
た
絆
は
、

一
年
生
を
優
し
く
補
助
す
る
班

長
や
高
学
年
の
姿
に
は
っ
き
り

と
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
後
の

昼
食
で
は
、
保
護
者
の
愛
情
が

た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
弁
当
に
、

自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

友
達
と
食
べ
れ
ば
お
い
し
さ
百

倍
。
い
つ
ま
で
も
思
い
出
に
残

る
味
と
な
り
ま
し
た
。「
立
つ

鳥
跡
を
濁
さ
ず
」を
心
に
、
き

ち
ん
と
片
付
け
を
し
た
後
、一
、

二
年
生
は
一
足
先
に
学
校
へ
戻

り
ま
し
た
。
三
年
生
以
上
は
お

昼
の
後
の
学
年
活
動
で
再
び
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
を
堪
能
し
て
か
ら
、

大
満
足
で
学
校
へ
帰
り
ま
し
た
。

疲
れ
て
い
て
も
電
車
の
中
で
静

け
さ
を
作
れ
る
の
は
、
さ
す
が

聖
徳
の
子
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
期
待
で

き
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

附
属
小
学
校

附
属
小
学
校

遠
足
は
い
い
な

●
●
●
●

●

幼
稚
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短
信

幼
稚
園
短
信

●
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本
園
で
は
毎
年
十
月
、
各
学

年
ご
と
の
園
外
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
十
月
九
日（
火
）に
、

「
秋
の
自
然
に
ふ
れ
先
生
や
友

達
と
一
緒
に
戸
外
で
の
遊
び
を

楽
し
む
」「
公
衆
道
徳
や
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
喜
ん
で
園
外
保
育

に
参
加
す
る
」と
い
う
ね
ら
い

の
下
、
満
三
歳
児
組
と
年
少
組

が
浦
安
市
内
の
公
園
に
行
き
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
少
し

暑
い
く
ら
い
の
陽
気
に
恵
ま
れ
、

園
児
た
ち
は
朝
登
園
し
た
時
か

ら
気
持
ち
が
高
ま
り
、「
今
日
お

弁
当
持
っ
て
き
た
よ
」「
早
く
遠

足
に
行
き
た
い
な
」と
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。全
員
が
そ
ろ
い
、

学
年
ご
と
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

公
園
が
充
実
す
る
市
内
の
環

境
を
生
か
し
、
行
き
先
は
学
年

ご
と
に
変
え
て
い
ま
す
。
満
三

歳
児
組
は
本
園
隣
の「
日
の
出

第
三
街
区
公
園
」に
、
教
員
や

友
達
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

行
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
よ
く
訪

れ
る
公
園
も
皆
で
行
く
と
楽
し

さ
が
増
し
、
大
喜
び
で
遊
具
に

乗
っ
た
り
、
ど
ん
ぐ
り
を
探
し

た
り
し
ま
し
た
。
昼
食
は
本
園

の
園
庭
で
、
お
母
さ
ま
手
作
り

の
弁
当
を
皆
う
れ
し
そ
う
に
食

べ
ま
し
た
。

　

年
少
組
は
本
園
か
ら
二
十
分

ほ
ど
歩
い
て「
日
の
出
北
公
園
」

に
行
き
ま
し
た
。
海
を
臨
む
景

色
の
良
い
広
場
で
走
っ
て
ビ
ニ
ー

ル
凧
を
揚
げ
た
り
、
手
作
り
の

カ
エ
ル
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
落
ち
葉

や
木
の
実
を
集
め
た
り
し
て
遊

び
、
弁
当
を
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。
本
園
に
戻
っ
て
も
園
児

た
ち
は
興
奮
が
冷
め
ず
、
降
園

ま
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
の
大
切
さ
を
学
び

な
が
ら
、
戸
外
で
友
達
と
一
緒

に
思
い
切
り
体
を
動
か
し
、
と

て
も
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し

た
。

　

十
月
十
三
日（
土
）、空
と
に

ら
め
っ
こ
の
秋
季
大
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。「
野
外
で
で

き
る
総
合
的
な
表
現
活
動
」を

ね
ら
い
に
、「
約
束
を
守
り
最
後

ま
で
一
所
懸
命
に
頑

張
り
ま
す
」と
全
園
児

で
声
を
そ
ろ
え
て
誓

い
、発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
競
技
や
遊
戯
を

行
い
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
は
い
つ

も
と
異
な
る
雰
囲
気

に
泣
い
て
し
ま
う
園

児
が
い
ま
し
た
が
、小

さ
な
身
体
で
表
現
す

る
姿
に
温
か
い
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
歳
児
は
一
つ
ひ
と

つ
踊
り
や
運
動
を
丁

寧
に
行
い
、身
体
を
動

　

来
年
度
本
園
へ
の
入
園
を
考

え
る
保
護
者
の
方
の
た
め
の

「
幼
稚
園
説
明
会
」を
十
月
十
二

日（
金
）に
行
い
ま
し
た
。
お
子

さ
ま
と
一
緒
に
来
園
さ
れ
た
方

が
多
く
、開
会
中
は
お
子
さ
ま

を
別
室
で
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
環
境
に
戸

惑
い
泣
き
出
す
子
ど

も
が
い
る
一
方
で
、楽

し
く
遊
ぶ
子
ど
も
も

お
り
、集
団
生
活
を
経

験
し
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
の
新
鮮
な
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

か
す
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
四
歳
児
は

友
達
と
気
持
ち
と
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
や
、話
を
よ
く
聴
き
約

束
を
守
る
大
切
さ
に
気
付
き
ま

し
た
。
五
歳
児
の
マ
ス
ゲ
ー
ム

で
は「
サ
バ
ン
ナ
探
検
隊
」に
な

り
、学
年
全
体
で
隊
形
変
化
を

取
り
入
れ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

動
物
を
表
現
し
、一
人
ひ
と
り

考
え
な
が
ら
友
達
と
協
力
す
る

気
持
ち
が
育
ち
ま
し
た
。
午
後

は
急
に
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
笑
顔
で
参
加
で
き
た
こ

と
が
最
大
の
成
果
で
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
は
耐

震
工
事
中
の
運
動
会
を

安
全
に
気
持
ち
よ
く
実

施
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

教
職
員
の
目
標
と
し
て

幼
稚
園
全
体
、
学
年
、

個
々
の
育
て
た
い
園
児

の
姿
を
明
確
に
す
る
こ

と
、約
束
を
徹
底
し
て

守
る
こ
と
を
伝
え
な
が

ら
日
々
の
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
運
動
会

実
施
に
あ
た
っ
て
は
工

事
関
係
者
に
も
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
園
児

た
ち
が
主
体
的
に
笑
顔

あ
ふ
れ
る
経
験
が
で
き

た
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

説
明
会
で
は
、川
並
知
子
園

長
か
ら
幼
稚
園
と
は
ど
の
よ
う

な
所
な
の
か
、子
ど
も
の
発
達

に
つ
い
て
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
主
任
教
諭
か
ら
は
本
園
の

理
想
の
幼
児
像「
い
つ
も
に
こ

に
こ
元
気
な
子
ど
も
」に
つ
い

て
、日
常
の
保
育
の
様
子
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々
は
、メ
モ
を
取

る
な
ど
し
な
が
ら
終
始
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
全
体
説
明

の
後
、個
別
に
質
問
コ
ー
ナ
ー

を
利
用
さ
れ
た
方
も
多
く
、入

園
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

説
明
会
後
、希
望
者
に
は
本

園
の
施
設
と
保
育
の
様
子
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
日
来
園
さ
れ
た
皆
さ
ま
と
、

来
年
四
月
の
入
園
式
で
笑
顔
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

平
木 

理
化
さ
ん
に
よ
る

テ
ニ
ス
入
門

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　

十
月
三
日（
水
）に
、Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー

ワ
ー
ル
ド「
テ
ニ
ス
入
門
〜
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
や
ラ
ケ
ッ
ト
を
つ

か
っ
て
〜
」を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
世
界
で
活
躍
さ
れ

た
元
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
、

日
本
テ
ニ
ス
協
会
常
務
理
事
を

務
め
る
平
木
理
化
さ
ん（
聖
徳

大
学
附
属
第
二
幼
稚
園
卒
園

生
）を
講
師
に
迎
え
、
年
中
・
年

長
組
の
親
子
に
テ
ニ
ス
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
坂
な
お
み
選
手
や
錦
織
圭

選
手
の
活
躍
に
よ
り
、テ
ニ
ス

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
親
子
も

多
く
、
コ
ー
ト
が
作
ら
れ
ラ

ケ
ッ
ト
や
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
置

か
れ
た
遊
戯
室
に
入
る
と「
わ

あ
、
す
ご
ー
い
」と
歓
声
を
上

げ
、
活
動
が
始
ま
る
の
を
待
ち

き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。
平
木

さ
ん
の
ほ
か
に
三
名
の
コ
ー
チ

か
ら
、ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
や

ボ
レ
ー
や
ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど
を

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
ラ

ケ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
よ

う
に
な
り
、
活
動
の
最
後
に
は

親
子
対
決
や
コ
ー
チ
対
親
子
で
、

ネ
ッ
ト
を
は
さ
み
ダ
ブ
ル
ス
形

式
で
打
ち
合
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
よ

り
も
保
護
者
の
方
が
だ
ん
だ
ん

と
真
剣
に
な
り
、
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
テ
ニ
ス
を
し
た

園
児
た
ち
も
、ラ
ケ
ッ
ト

を
持
っ
た
時
は
少
し
不

安
そ
う
な
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
が
、
活
動

が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

「
も
う
終
わ
っ
ち
ゃ
う

の
？
」「
ま
た
や
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
今
日
の
活
動
が

き
っ
か
け
で
、
大
坂
選

手
や
錦
織
選
手
の
よ
う

に
世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

秋
季
大
運
動
会

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

幼
稚
園
説
明
会

秋
の
園
外
保
育

多くの方々が参加した説明会

遊具で遊ぶ満三歳児

五歳児松組マスゲーム「サバンナ探検隊」

四歳児梅組「クラス対抗玉入れ」

ビニール凧を揚げる年少児

本園の理想の幼児像
（説明会のスライドより）

　

梅
組（
年
中
組
）と
桜
組（
年

少
組
）で
横
浜
に
あ
る「
こ
ど
も

の
国
」へ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。

遠
足
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
子

ど
も
た
ち
は「
早
く
遠
足
の
日

に
な
ら
な
い
か
な
」「
遠
足
ま
で

あ
と
十
日
だ
ね
」と
、
待
ち
遠
し

そ
う
で
し
た
。
予
定
日
は
あ
い

に
く
の
雨
で
延
期
に
な
り
ま
し

た
が
、「
ま
た
楽
し
み
が
増
え

た
！
」と
さ
ら
に
期
待
を
高
め

て
い
ま
し
た
。

　

振
り
替
え
日
の
十
月
九
日（
火
）

は
天
気
に
恵
ま
れ
、
遠
足
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
声
で「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」と
元
気

い
っ
ぱ
い
に
登
園
し
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
国
」で
は
、
桜
組
は

広
場
で
思
い
切
り

体
を
動
か
し
て
遊

ん
だ
り
、み
ん
な
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
て
午
前
中
を
過

ご
し
ま
し
た
。
梅

組
は
、
広
い「
こ
ど

も
の
国
」を
少
し
だ

け
散
策
し
ま
し
た
。

「
白
鳥
湖
」
で
は
、

本
物
の
白
鳥
を
見

て「
白
鳥
っ
て
大
き

い
ん
だ
ね
」と
驚
い

た
り
、「
お
と
ぎ
の

広
場
」の
遊
具
で
は

絵
本
の
物
語
の
世

界
に
入
り
込
み
、
喜
ん
で
遊
び

ま
し
た
。ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
赤
い

実
を
見
て「
幼
稚
園
に
も
あ
る

ね
」、
カ
ラ
ス
ウ
リ
を
見
つ
け

「
歌
に
出
て
く
る
ね
」と
、
い
ろ

い
ろ
な
気
付
き
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
も
た

く
さ
ん
見
つ
け
、
秋
の
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遊
ん
だ
後
は
、
保
護
者
手
づ
く

り
の
弁
当
を
味
わ
い
満
足
し
て

い
ま
し
た
。
幼
稚
園
と
は
違
っ

た
環
境
で
、
広
い
場
所
で
た
く

さ
ん
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
国
」で

秋
の
遠
足

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
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●
法
人
役
員
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
口  

富
彌  
様（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
田
代
　
和
子 

様

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
矢
島
　
直
喜 

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
小
野
寺
　
尚
敏
　
様

　
小
松
　
勝
子 

様

　
富
田
　
茂 

様

五
、〇
〇
〇
円

　
加
藤
　
茂
実 

様

　
吉
田
　
実 

様

一
、〇
〇
〇
円

　
豊
田
　
正
一 

様

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
森
田
　
節
子 

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
佐
野
　
恒
子 

様

学
園
創
立
八
十
五
周
年
・
川
並
香
順
先
生
生
誕
百
二
十
年
記
念

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

平
成
三
十
年
九
月
か
ら
十
月
ま
で
の
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
三
十
年
十
月
の
ご
寄
付
分

●
専
門
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
栗
原
　
修 

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
高
橋
　
カ
ツ
子 

様

●
教
職
員
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
岡
田
　
耕
一 

様

●
そ
の
他

五
一
、〇
〇
〇
円

　
菱
山
　
房
子 

様

（
一
、一
五
四
、〇
〇
〇
円
）

 

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

合
計
　
ニ
〇
件 

一
、六
一
六
、〇
〇
〇
円

累
計
　
四
五
件 

五
、四
四
四
、五
〇
〇
円

合
計
　
　
二
件 

　　

一
一
〇
、〇
〇
〇
円

累
計
　
一
二
件 

二
、九
八
八
、五
〇
〇
円

募
集
開
始
か
ら
の
累
計
額
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
支
部
総
会
・
保
護

者
会
を
九
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
各
地
で
開
催
し
、
大
学
お

よ
び
短
大
の
多
く
の
保
護
者
の

方
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・

沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
午
前
中
の

支
部
総
会
で
は
学
長
講
話
や
卒

業
生
に
よ
る
体
験
発
表
、
午
後

の
保
護
者
会
で
は
教
員
と
の
個

別
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
は
、
卒
業
生
の
生

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と

毎
年
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
十
月
に
実

施
し
た
支
部
総
会
・
保
護
者
会

の
中
か
ら
、
二
名
の
卒
業
生
の

発
表
を
紹
介
し
ま
す
。

　

吉
本
幸
恵
さ
ん（
北
関
東
支

部
、
平
成
三
十
年
三
月
音
楽
学

部
音
楽
総
合
学
科
卒
業
）は
、

沼
田
市
の
公
立
中
学
校
で
音
楽

教
員
と
し
て
勤
務
。「
教
員
に
な

り
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
、

中
学
校
と
小
学
校
で
の
教
育
実

習
に
行
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
な

っ
た
こ
と
や
、
大
学
の
授
業
で

学
ん
だ
教
育
方
法
が
現
場
で
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語

り
ま
し
た
。
後
輩
に
向
け
て
は
、

「
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設

で
あ
る
図
書
館
や
ラ
ー
ニ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
語
学
教

育
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
利
用

し
て
ほ
し
い
。
困
っ
た
こ
と
は

先
生
方
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
し
、
就
職
に
つ
い
て

は
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
相
談
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」

と
話
し
、
最
後
に
、「
私
が
採
用

試
験
に
合
格
で
き
た
の
は
皆
さ

ま
の
支
え
の
お
か
げ
」と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

深
澤
友
里
絵
さ
ん（
静
岡
県

支
部
、
平
成
二
十
九
年
三
月
児

童
学
部
児
童
学
科
卒
業
）は
、

現
在
、
下
田
市
立
の
認
定
こ
ど

も
園
で
四
歳
児
を
担
任
。
在
学

中
は
学
生
寮
で
の
生
活
で
、
他

学
部
・
学
科
の
学
生
や
先
輩
と

も
仲
良
く
な
れ
、
今
で
は
一
生

の
友
人
と
し
て
良
い
相
談
相
手

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
附

属
幼
稚
園
で
の
教
育
実
習
は
大

変
だ
っ
た
が
、
実
習
日
誌
・
指

導
案
の
書
き
方
、
実
習
生
と
し

て
の
態
度
や
心
構
え
等
細
か
く

指
導
し
て
も
ら
え
た
。
さ
ら
に

小
学
校
、
保
育
所
、
乳
児
院
な

ど
で
実
習
を
行
い
、
幼
稚
園
教

諭
、
保
育
士
、
小
学
校
教
諭
の

三
つ
の
免
許・資
格
を
取
得
。就

職
活
動
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
教

員
に
面
接
の
練
習
を
し
て
も
ら

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
も
肩

の
力
を
抜
い
て
臨
機
応
変
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
最
後
に
後
輩
に
向
け
て
、

「
人
生
で
一
度
の
学
生
生
活
を

悔
い
の
な
い
よ
う
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
保
護
者
の
方
か

ら
は
、「
娘
の
サ
ポ
ー
ト
の
参
考

に
な
っ
た
」「
今
後
も
ぜ
ひ
続
け

て
ほ
し
い
」と
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

●
●
●
●
●
●

活
動
報
告

吉本幸恵さん

深澤友里絵さん

募金だより

聖徳大学陸上競技部
第24回関東大学女子駅伝対校選手権大会   第23位

　全日本大学女子駅伝対校選手権大会の地区予選を兼ねた第24回関東
大学女子駅伝対校選手権が9月30日（日）に開催され、印西市の千葉ニュー
タウン周回コース（6区間、29.9キロ）で26チームによる熱戦が繰り広げ
られました。
　本学は4年連続出場の早乙女キャプテン（児童学部4年）を中心とした
布陣で臨みましたが最初の出遅れを取り戻すことができず、不本意な結
果となりました。
　しかし、ゴールまで諦めないその力走は、次の世代への襷となって繋
がれていくと信じています。
　今後は新キャプテンの藤崎選手（人間栄養学部2年）を中心にチームの
立て直しを図り、新たな目標に向って日々精進していく所存です。
　文末ながら、当日は休日にもかかわらず、また雨の中を多くの関係各
位にご足労いただき、熱いご声援をいただきましたことを心より感謝申
し上げます。
　今後も相変わりませぬご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。

（陸上競技部監督　佐藤　信春）

「Seitoku古本募金」 受付開始

【 Seitoku古本募金 Ｑ＆Ａ 】

不要になった書籍で
ご寄付をお願いします！！

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ◯26

詳細は聖徳大学陸上競技部HP   http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6
大会結果はホームページをご覧ください。

（注）公開を希望されない方については掲載しておりません。

　今年も残り1カ月となりました。年末の大掃除の
際に、 書籍の処分に悩んだことはありませんか？
今年からは、ぜひ「Seitoku古本募金」をご利用くだ
さい。「Seitoku古本募金」は皆さまの不要になった
書籍の買い取り金額が寄付となる取り組みです。
大学をはじめ各附属学校の図書室の充実に役立て
ます。皆さまのご利用をお待ちしています。

本なら何でもよいのでしょうか？

申し込みをするには、どうすればよいですか？

書籍の裏面等にバーコード（ISBNコード）が付い
たものであれば、書籍（文庫本・小説・絵本・専門書・ビジ
ネス書）に限らず、DVDや
CD・ゲームソフトも対象
になります。書籍類は線
が引いてあるものや書き
込みがあった場合、査定額
の減額にはなりますが対象となります。

①または②の方法があります。

回収箱へ投函
（松戸キャンパス内に

箱を設置しています）

自宅から送る
（5冊以上で送料無料）

匿名扱いの寄付になります。

ホームページから申し込む場合
募金課ホームページより

「古本募金」受付サイトへ。

お電話で申し込む場合
提携会社バリューブックスにご連絡ください。

（電話0120-826-292）

①

②

Ｑ

Ｑ

A

A

ISBNコード

1区 2区 3区 4区 5区 6区

● ご寄付のお申し込みについて ●  お電話またはホームページからお申し込みください。
 募金趣意書、払い込み用紙をお送りいたします。

● お申し込み・お問い合わせ先 ●   東京聖徳学園　募金課  TEL． 047-365-1111（代）
 ホームページアドレス  http ://www.seitoku. jp/bokin/検 索聖徳 募金 ▲

Seitoku
古本募金
Start !!



第99号 （8）平成30年12月1日（土）

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

18.12.1 re（14,05）
〒108-0073　東京都港区三田3-4-28

TEL.03-5476-8811（代）
この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第99号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セイトクの派 遣 会 社 だ から安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 30072613-ユ-300913

※詳細につきましては、各校・園にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

平成31年度 大学院（春学期入学）入試日程

平成31年度  入試日程

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属小学校（共学）

　〈推薦入試〉

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

入試説明会

音楽講習会

学校説明会

▶12月 8日［土］  13：30～15：30
▶12月25日［火］  9：30～15：00
▶平成31年2月16日［土］  9：30～（小学校4・5年生、中学1・2年生対象）
 ▶2月23日［土］  9：30～（小学校4・5年生、中学1・2年生対象） 
 ▶3月 9日［土］  9：30～（小学校4・5年生、中学1・2年生対象）

長野県佐久市春日2258-1
信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※お車でのご来場はご遠慮ください。　※個別相談会は終了時間の30分前までに入場ください。　
※大学院博士後期課程をご希望の方は事前にお問い合わせください。

TEL.047-365-1200（月～金 8 :30～17 :30、土 8 :30～15 :00）

　聖徳大学通信教育部では、大学院・大学・短期大学部すべてにおいて、
入学説明会を開催しています。通信教育での学習の仕方や皆さんが疑問に
思われていることについて、直接お答えします。予約は不要です。ぜひ、
ご都合の良い日程の説明会にご参加ください。

　本学キャンパスでの説明会では、在学生・卒業生の体験談、スクーリング模擬授業、キャンパスツアーなども
実施しています。開催日ごとに内容が異なりますので、詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

聖徳大学通信教育部
入学説明会のご案内

◇ 聖徳大学主催 入学説明会
開催日 開催地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月2日（日）
本学キャンパス（松戸） 13:00～15:30 聖徳大学松戸キャンパス

（JR・新京成電鉄松戸駅東口から徒歩5分）1月13日（日）

◇ 聖徳大学主催 入学説明会（個別相談）
開催日 開催地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月 8日（土） 大宮 11:00～15:00 大宮ソニックシティ7階707室
（JR大宮駅西口から徒歩3分）

12月15日（土） 静岡 11:00～15:00 ＪＲ静岡駅ビルパルシェ　7階第D会議室
（JR静岡駅直結）

12月16日（日） 千葉 11:00～15:00 ペリエ千葉　7階ペリエホールD・E室
（JR千葉駅直結）｠

12月22日（土） 東京 11:00～15:00 東京国際フォーラム　ガラス棟4階Ｇ402室
（JR有楽町駅から徒歩1分）

12月22日（土） 水戸 11:00～15:00 水戸駅ビルエクセル　6階エクセルホールひたち
（JR水戸駅直結）

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。
http ://www.kasuganomori.com/

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）
学校説明会［高校］

［中学校］

［中高共通］

［中学校］

音楽科冬季講習会［高校］

▶12月 8日［土］  9：30～（音楽科）
▶12月15日［土］  9：30～（ミニ説明会） ▶平成31年1月6日［日］  9：30～
▶ 3月17日［日］  9：30～

▶12月22日［土］  9：30～13：00 ▶12月23日［日・祝］  9：30～13：00
▶平成31年1月6日［日］  9：30～ ▶ 3月17日［日］  9：30～（小学校4・5年生対象）
▶12月25日［火］～ 27日［木］ 9：00～

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

ナイトキャンパスツアー

オープンキャンパス ▶12月16日［日］ 10：00～ ▶平成31年1月19日［土］14：00～

▶12月 4日［火］ 18：30～
▶ 2月17日［日］ 10：00～

▶平成31年1月17日［木］18：00～

佐久の冬の風物詩として定着している「SAKU BLOOMイルミネーション」。
今年のテーマは「愛」です。

長野県内でも最大規模となる約50万球のLED電球で、佐久の美しい星を表現した幻想的な空間を演出します。
ぜひお立ち寄りください。

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈AO入試〉

新入試制度相談会［高校］

個別相談会［高校］

▶12月 8日［土］  9：30～
▶12月 8日［土］  9：30～　［中学校］ ▶12月15日［土］  9：30～

　〈博士前期課程〉

　〈専門職学位課程〉（教職研究科）

　〈編入学・専攻科入試〉

　〈一般入試〉

　〈留学生入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

　〈修士課程〉（看護学研究科）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試、社会人入試、
内部推薦入試、研究生入試 C 1月29日（火）～2月7日（木）

2月17日（日）
※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試、社会人特別入試、
内部推薦入試、研究生入試 C 1月29日（火）～2月12日（火）

2月17日（日）
※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

私費留学生特別入試、
研究生（留学生）入試 C 1月29日（火）～2月7日（木）

2月17日（日）
※ただし音楽文化研究科は
2月16日（土）・17日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
内部推薦入試

C 1月29日（火）～2月12日（火） 2月17日（日）

教職特別Ａ 12月1日（土）～12月12日（水） 12月16日（日）

教職特別B 2月18日（月）～2月27日（水） 3月3日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
一般入試、社会人特別入試、
内部推薦入試 後期 1月15日（火）～1月29日（火） 2月3日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
B 11月19日（月）～12月4日（火） 12月9日（日）

内部推薦入試

一般入試
C 2月1日（金）～2月15日（金） 2月19日（火）

内部推薦入試

一般入試 D 2月21日（木）～3月8日（金） 3月13日（水）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試

A

12月21日（金）～1月22日（火） 1月27日（日）サテライト試験場　一般入試
（看護学部、音楽学部を除く）

センター試験利用入試 12月21日（金）～1月29日（火）
本学個別学力試験なし

ただし､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等  2/3（日）

一般入試

B 2月1日（金）～2月15日（金）

2月19日（火）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

ただし､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等 2/19（火）

一般入試

C 2月21日（木）～3月11日（月）

3月13日（水）

センター試験利用入試
本学個別学力試験なし

ただし､児童学部児童学科スポーツ
健康コースの実技、看護学部の面接
および音楽学部の実技等 3/13（水）

実技特別選抜入試
（音楽学部 演奏学科・

音楽総合学科のみ）
3月1日（金）～3月11日（月） 3月14日（木）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

公募推薦入試 後期 11月19日（月）～12月4日（火） 12月9日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試
アスリート･サポート特別奨学推薦入試
帰国子女特別入試

B 11月19日（月）～12月4日（火） 12月9日（日）

C 2月21日（木）～3月8日（金） 3月13日（水）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募推薦
入試、保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、大学生・短大生（含
専修学校）特別入試、ダブルスクール
特別入試、社会人特別入試

前期 E 11月26日（月）～12月14日（金）12月15日（土）

一般入試 前期 C 11月26日（月）～12月14日（金）12月15日（土）
ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募推薦
入試、保育所・幼稚園園長推薦入試、
同窓会推薦入試、大学生・短大生（含
専修学校）特別入試、ダブルスクール
特別入試、社会人特別入試、一般入試

後期

A 1月7日（月）～1月18日（金） 1月20日（日）

B 1月28日（月）～2月15日（金） 2月16日（土）

C 2月25日（月）～3月15日（金） 3月16日（土）

一般入試 後期

A 1月7日（月）～1月18日（金） 1月20日（日）

B 1月28日（月）～2月15日（金） 2月16日（土）

C 2月25日（月）～3月15日（金） 3月16日（土）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学

第１回一般入試
英語入試

郵送 11月5日（月）～12月14日（金） 12月16日（日）
（午前）窓口 11月5日（月）～試験日当日（8：00まで）

適性検査型入試
郵送 11月5日（月）～12月14日（金） 12月16日（日）

（午後）窓口 11月5日（月）～試験日当日（8：00まで）
第2回一般入試
第１回学力特待生

選抜入試

郵送 11月5日（月）～12月26日（水）
1月5日（土）

窓口 11月5日（月）～試験日当日（8：00まで）

第3回一般入試
第2回学力特待生

選抜入試

郵送 11月5日（月）～1月11日（金）
1月13日（日）

窓口 11月5日（月）～試験日当日（8：00まで）

第4回一般入試
郵送 11月5日（月）～1月26日（土）

1月29日（火）
窓口 11月5日（月）～試験日当日（8：00まで）

高
校

推薦入試
探究型推薦入試
駅伝部推薦入試
吹奏楽部推薦入試

12月12日（水）～12月13日（木）
（茨城県以外は郵送出願）～12月26日（水） 1月9日（水）

一般入試
兼　学力特待選考・
特別進学コース選考

12月12日（水）・12月13日（木）・1月11日（金）
（茨城県以外は郵送出願）～1月11日（金） 1月18日（金）

併願推薦入試
兼　学力特待選考 郵送 12月12日（水）～1月11日（金）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
　
学

第1回入試
Web 12月3日（月）～1月19日（土）

1月20日（日）
窓口 窓口出願は入試日当日のみ

第2回入試
Web 12月3日（月）～1月21日（月）

1月22日（火）
窓口 窓口出願は入試日当日のみ

特待生選考入試
Web 12月3日（月）～1月23日（水）

1月24日（木）
窓口 窓口出願は入試日当日のみ

第3回入試
Web 12月3日（月）～2月3日（日）

2月4日（月）
窓口 窓口出願は入試日当日のみ

（
普
通
科
・
音
楽
科
）

高
　
校

推薦入試 Web 12月17日（月）～1月12日（土）
1月17日（木）
または

1月18日（金）

自己推薦入試 窓口 1月9日（水）～1月12日（土）
1月17日（木）・
18日（金）
両日受験可

特待S探究入試
Web 12月17日（月）～1月23日（水）

1月24日（木）
窓口 1月9日（水）～1月23日（水）

一般入試
Web 12月17日（月）～2月4日（月）

2月5日（火）
窓口 1月9日（水）～2月4日（月）

　〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試〉

※看護学部は、社会人特別入試B日程のみ実施する。

※編入学入試については、学士入試、社会人特別入試、アスリート・セカンドキャリア支援特別推薦入試も実施

※音楽文化研究科研究生入試については1日のみ実施する。

※音楽文化研究科研究生入試については1日のみ実施する。

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

B 11月19日（月）～11月27日（火） 12月9日（日）

C 2月21日（木）～3月1日（金） 3月13日（水）

★詳細は、各校の入学試験要項（募集要項）でご確認ください。

入試区分 願書受付期間 入試日

Ⅲ期入試 11月20日（火）～12月5日（水） 12月8日（土）

Ⅳ期入試・31年度4月編入 12月11日（火）～1月9日（水） 1月12日（土）

写真提供：佐久市観光協会

開催日時：平成30年11月3日（土）～平成31年1月26日（土）
開催場所：ミレニアムパーク（佐久平駅蓼科口隣）

点灯時間：午後5時～11時

SAKU BLOOMイルミネーション2018のご紹介

入試区分 日程 事前エントリー受付期間

AO入試 
　大学・短大方式 Ⅳ期 エントリーシート提出不要

出願から開始
出願 面談

3月1日（金）～3月12日（火）正午
※日曜・祝日を除く

※3月9日（土）～3月12日（火）は窓口のみ受付
3月14日（木）

※面談の時間は大学が指定


